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研究成果の概要（和文）：本研究は福島原発事故による放射能汚染を地域変容としてとらえ、チェルノブイリ及びハン
ガリーの先例を比較調査し、「フクシマ」の将来を中長期にわったて見通すことが目的である。目的達成のため、初年
度は文献的基礎研究および現地予備調査を行なった。第二年度からは、現地実態調査と中間的な研究のとりまとめを行
い、さらに国際ワークショップを開催し、地域再生モデルの提案も行なった。当初予定していた調査研究目標を三年で
ほぼ達成し、平成27年度から、最終年度前年度応募で採択された基盤研究A「被災者参画による原子力災害研究と市民
復興モデルの構築：チェルノブイリから福島へ」において、本研究の成果を継承・発展させている。

研究成果の概要（英文）：The basic idea of the project is conceptualization of Fukushima nuclear disaster 
from a viewpoint of region. Namely, the nuclear accident and the radioactive contamination has changed 
the affected regions fundamentally, and the project aimed to draw the middle and long term future of the 
contaminated regions with comparison to the precedent cases of industrial disasters in Chernobyl and Ajka 
(Hungary). To realize the aim, the project firstly conducted the primary field surveys in 2012. Secondly, 
the project carried the main field surveys in 2013-2014. On this basis, the project held several 
international workshops. Thirdly, in the final year, the project organized international symposium in 
2016, and proposed a model of ‘how to rebuild the region’. The project was successfully carried out, 
and it has finished earlier by one year than expected. Following the project, another and bigger project 
started as Kiban Kenkyu A of JSPS in order to develop the model.

研究分野： 地域研究
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１． 研究開始当初の背景 

（１）福島原発事故による放射能汚染は単に

個々の土壌、大気、人体に半永久的な損害を

与えるだけでなく、かつてチェルノブイリが

そうであったように、多様な問題群を有する

「新たな地域」を生み出した。この結果とし

て地域名そのものが国内的にも、国際的にも

問題群を表象することになった。しかしその

問題群とは何か、個々の問題は相互にどのよ

うに関連しているのかは未知の研究領域だ

った。先行研究としては本研究分担者の今中

哲二の先駆的研究（今中哲二編著『チェルノ

ブイリ原発事故の実相解明への多角的アプ

ローチ‐20 年を機会とする事故被害のまと

め』2007 年、236 頁）が存在するのみだった。 

（２）原発事故によって避難を強いられた

人々は、中長期的な被災地域の将来像が描け

ず、五里霧中の状況におかれた。果たして「地

域の復興」は可能なのか。あるいは放射能汚

染地の復興はそもそも不可能なのか。可能で

あるならどのようにして可能なのか。こうし

た問題について科学的な議論がなされず、政

策理念も欠如するなか、「復旧」すなわち避

難解除＝帰郷・帰宅政策が既成事実化し始め

た。このため、原発災害を地域や被災者住民

の視点から総合的かつ比較的に考察する全

く新しい研究領域の開拓が必要になった。 

 
２． 研究の目的 

本研究計画の研究目的は以下の三点である。 

（１）福島原発事故による放射能汚染を地域

変容としてとらえる。 

（２）チェルノブイリ、及びハンガリーのア

イカの先例を比較調査する。 

（３）「フクシマ」の将来を中長期にわったて

見通す。 

 
３． 研究の方法 

上記の研究目的を達成するため、以下のよう

な方策で研究を遂行した。 

（１）第1段階（平成24年度）として文献的基

礎研究および現地予備調査を行なった。 

（２）第2段階（平成25－26年度）として現地

実態調査と中間的な研究のとりまとめ、およ

び国際ワークショップの開催を行なった。 

（３）第3段階（平成27年度）として詳細な調

査と国際シンポジウムの開催及び地域再生モ

デルづくりを行なった。 

 当初予定していた調査研究目標を三年でほ

ぼ達成した。 

（４）平成27年度から、最終年度前年度応募

で採択された基盤研究A「被災者参画による原

子力災害研究と市民復興モデルの構築：チェ

ルノブイリから福島へ」において、本研究の

成果を継承・発展させている。 

 
４．研究成果 

（１）地域変容としての福島原発災害：従来

の原発事故、及び放射線被曝に関する研究は

放射線量の測定、及び線量値の意味づけに関

心が集中していた。しかし、本研究により、

原発事故災害にともなう長期的避難生活は避

難者の家族関係、社会関係、文化環境、言語

状況、さらには自然との関わり方をも大きく

変容させていることが明らかになった。つま

り原発事故により地域の有り様が根本的に変

化している。 

（２）チェルノブイリとアイカの経験の継

承：本研究では従来日本でも欧米でもほとん

ど紹介されてこなかったチェルノブイリ被災

地での文化人類学的研究を掘り起こし、この

視点から福島とチェルノブイリの比較研究に

着手した。また、ウクライナの人類学者は避

難者への面接調査のなかで、避難者が自らの

言葉で自らの生活や故郷を語ることが心の癒

しに繋がるという知見を発見した。この点に

ついても、福島のフィールド調査などで類似

の事例を確認しており、本研究では被災者の

心の救済と地域文化の記録・継承という視点

から、新しい研究調査手法を模索した。ハン

ガリーの経験からは、復興における迅速性、

恒久（特に私有）住宅建設の優先、復興予算



の透明性重視という教訓を導き出し、その詳

細を単著として出版した。 

（３）福島原発事故災害の中長期的見通し：

原発災害からの復興、とりわけ住民の帰還政

策は避難地域の放射線量の多寡だけによっ

て決められている現状に対して、地域変容の

視点から多様な指標を用いて行なう必要が

あるという知見を打ち立て、この知見に基づ

く復興計画の詳細を地域社会、健康管理、生

態系、地域文化を取り入れて立案する筋道を

つけた。 
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